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Ⅰ．ネットワークのあり方

１） ネットワークのあり方を考える基本的視座

（１） 高規格幹線道路網計画の経緯と整備の現状
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① 大都市・ブロック中心都市を強化し、連携を図る
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安全性にも配慮して、連絡速度60km/h～80km/h程度の

サービスレベルを確保

④ 災害時にも機能するネットワークを確保

２） 現状評価と今後の重点

（１） 高速道路ネットワークの現状評価
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の耐災性を高め、国土を保全するネットワーク機能の早期確保
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（３） その他取り組むべき課題
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（２） 具体的な方向性
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